
経営情報科学研究科 学位論文に係る評価の基準 

◇ 経営情報科学研究科博士前期課程

〇 審査委員の体制 
・ 大学院教授会において、当該専攻から研究指導教員を含む３名以上の教員を選出し、学位審査委

員会を組織する。

・ 学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。

・ 学位審査委員会が必要と認めた時は、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位

審査委員会に加えることができる。

〇 審査の方法 
・ 専攻で開催される論文発表会にて、学位審査委員により審査を行う。

〇 審査項目及び評価基準 
修士論文の評価は、以下の項目の基準によって行われる。 

・ 新規性：研究の内容にオリジナリティがあるか

・ 進歩性：先行論文を十分に渉猟し、先行研究に対して十分に進歩した位置づけとなっているか

・ 有用性：研究の成果が社会的課題の解決や実務への応用に十分寄与するものであるか

・ 論理性：問題提起から結論の導出までの議論が論理的に展開されているか

・ 明確性：明解かつ適切な表現で論文が書かれているか

・ 信頼性：専攻で開催される論文発表会で相応しい発表、検討が成されたか

〇 学位論文が満たすべき水準 
・ 上記の審査項目を総合的に評価し、全て満たすと学位審査委員会が判断し認められた場合、修士

論文として合格とする。 



◇ 経営情報科学研究科博士後期課程 学位論文に係る評価の基準 
◎課程博士学位論文 
〇 審査委員の体制 

   ・ 大学院教授会において、当該専攻から研究指導教員を含む３名以上の教員を選出し、学位審

査委員会を組織する。 
   ・ 学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。 
   ・ 学位審査委員会が必要と認めた時は、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学

位審査委員会に加えることができる。 
〇 審査の方法 

   ・ 専攻で開催される論文公聴会にて、学位審査委員により審査を行う。 
〇 審査項目及び評価基準 

    博士論文の評価は、以下の項目の基準によって行われる。 
・ 新規性：研究の内容にオリジナリティがあるか 
・ 進歩性：先行論文を十分に渉猟し、先行研究に対して十分に進歩した位置づけとなっているか 
・ 有用性：研究の成果が社会的課題の解決や実務への応用に十分寄与するものであるか 
・ 論理性：問題提起から結論の導出までの議論が論理的に展開されているか 
・ 明確性：明解かつ適切な表現で論文が書かれているか 
・ 信頼性：専攻で開催される論文公聴会で相応しい発表、検討が成されたか 
上記項目に加え、次の３つの要件を満たす必要がある。 

    ・ 博士論文に関する専門分野の全般的知識を有し、独立した研究者として研究を遂行できているか 
・ 博士論文の内容が当該研究分野における国内外の学会等でも十分に学術的な価値が認めら

れるものであるか 
・ 博士論文の研究内容に社会的意義があり、社会貢献に資するものであるか 

〇 学位論文が満たすべき水準 
    ・ 上記の審査項目を総合的に評価し、全て満たすと学位審査委員会が判断し認められた場合、

博士論文として合格とする。 
  



◎論文博士学位論文 
〇 審査委員の体制 

   ・ 大学院教授会において、当該専攻（世話専攻）から研究指導教員（世話教員）を含む３名以上

の教員を選出し、学位審査委員会を組織する。 
   ・ 学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員（世話教員）から選出する。 
   ・ 学位審査委員会が必要と認めた時は、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学

位審査委員会に加えることができる。 
〇 審査の方法 

   ・ 専攻で開催される論文公聴会にて、学位審査委員により審査を行う。 
   ・ 1 外国語以上の諮問を行う。 

〇 審査項目及び評価基準 
    博士論文の評価は、以下の項目の基準によって行われる。 

・ 新規性：研究の内容にオリジナリティがあるか 
・ 進歩性：先行論文を十分に渉猟し、先行研究に対して十分に進歩した位置づけとなっているか 
・ 有用性：研究の成果が社会的課題の解決や実務への応用に十分寄与するものであるか 
・ 論理性：問題提起から結論の導出までの議論が論理的に展開されているか 
・ 明確性：明解かつ適切な表現で論文が書かれているか 
・ 信頼性：専攻で開催される論文公聴会で相応しい発表、検討が成されたか 
上記項目に加え、次の３つの要件を満たす必要がある。 

   ・ 博士論文に関する専門分野の全般的知識を有し、独立した研究者として研究を遂行できているか 
   ・ 博士論文の内容が当該研究分野における国内外の学会等でも十分に学術的な価値が認められ

るものであるか 
・ 博士論文の研究内容に社会的意義があり、社会貢献に資するものであるか 

〇 学位論文が満たすべき水準 
   ・ 上記の審査項目を総合的に評価し、全て満たすと学位審査委員会が判断し認められた場合、

博士論文として合格とする。 


